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  令和５年度 第２回昭島市環境審議会 

会議録（要旨） 

 

[開催日時] 令和６年３月 28 日（木) 18：00～19：00 

 

[開催場所] 昭島市役所３階庁議室（オンライン併用） 

 

[出 席 者] 

１ 委 員 

  会 場：臼井委員、亀卦川委員、椎名委員、宮地委員、山本委員 

  オンライン：荒井委員、平田委員 

２ 事務局：池谷環境部長、岡本課長（令和６年度環境部長）、井上環境課長、 

秋元係長（計画推進係）、秋山係長（環境保全係）、川崎係長（水と緑の係）、

長谷川係長（カーボンニュートラル担当）、丹沢主事（計画推進係） 

３ 傍聴者：なし 

 

[議事要旨] 

１ 開会 

（１）事務局について報告 

（２）岡本課長より着任の挨拶 

（３）故立山委員逝去のお悔やみ 

２ 議題 

昭島市の水施策について 

３ 報告 

 （１）令和５年度 昭島環境未来会議の結果について 

 （２）第 13 回あきしま環境緑花フェスティバルの開催について 

 （３）令和５年度 カーボンニュートラルの実現に向けた主な取組について 

 （４）令和５年度 あきしま喫煙マナーアップキャンペーン実績 

 （５）令和５年度 苦情件数について 

 （６）令和５年度 市内クリーン運動実績 

 （７）令和５年度 犬のしつけ方教室実績 

 （８）令和５年度 花の応援事業（花苗配布）実績 

 （９）令和５年度 ウッドチップ配布事業実績 

 （10）令和６年度 主な環境課の事業一覧（予定） 

４ その他 

 （１）次回環境審議会の日程等 

 （２）池谷部長より異動の挨拶 

 （３）全体を振り返っての質問 

５ 閉会 
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[配布資料] 

 資料１ 昭島市の水施策について（令和４年度実績） 

資料２ 令和５年度 昭島環境未来会議開催報告 

資料３ 第 13 回あきしま環境緑花フェスティバルについて 

資料４ 令和５年度 カーボンニュートラルの実現に向けた主な取組について 

資料５ 令和５年度 あきしま喫煙マナーアップキャンペーン実施報告書 

資料６ 令和５年度 苦情件数（令和６年１月末現在） 

資料７ 令和５年度 市内クリーン運動実施報告 

資料８ 令和５年度 犬のしつけ方教室実施報告書 

資料９ 令和５年度 花の応援事業（花苗配布）について 

資料 10 令和５年度 ウッドチップ配布事業について 

資料 11 令和６年度 主な環境課の事業一覧（予定） 

  

[発言要旨] 
１ 開会 

（１）事務局について報告 

令和５年 10 月１日及び令和６年４月１日付け人事異動による事務局の職員の変更に 

ついて報告された。 

（２）岡本課長より着任の挨拶 

岡本課長： 子供子育て支援課より異動になり、新たに環境部長を務めさせていただく

ので、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いしたい。 

（３）故立山委員の逝去のお悔やみ 

令和６年２月に亡くなられた故立山委員へのお悔やみが述べられた。 

 

２ 議題 

昭島市の水施策について 

昭島市の水施策の令和４年度実績について、事務局からの説明が行われた。 

（資料１、秋元係長による説明） 

 

臼井委員： 昭島市民の森事業について、コロナ禍の影響で３～４回くらい中止になっ

ているが、以前奥多摩に植樹したものがもうだいぶ大きくなっていると思う。

どんな状況か教えていただきたい。 

秋元係長： 事業自体は現在中止になっているが、協力団体と職員の方で伸びすぎた枝 

の剪定などの手入れは毎年行っている。 

臼井委員： ５～６年前に参加したことがあり、また機会があれば参加したいと思って 

いる。 

亀卦川会長： 湧水や公共用水域などの水質調査を実施されているが、例年と異なる傾向

は出ているか。 

秋山係長： 傾向として特に大きな変化は出ていない。 

井上課長： 湧水が少なくなってきている。渇水の箇所が増え、諏訪神社の湧水などは

元々水が豊かなところだったが一時水が止まったりしていたので、そういっ

た変化に対して、地下水の涵養などに力を入れていかなければならないと考
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えている。 

臼井委員： 連携事業の「あきしまの水」ブランドについて、市内でマークを見かけた

りはするが、イベントでの反応や市民からの意見などがあればお伺いしたい。 

井上課長： 「あきしまの水」ブランドの主管課は産業振興課であるため環境課で直接

把握しているわけではないが、「あきしまの水」のオリジナルビールが産業ま

つりで出品され反響があったとは聞いているので、環境緑花フェスティバル

などのイベントでアピールをしていきたい。 

 

３ 報告 

（１）令和５年度 昭島環境未来会議開催報告から（10）令和６年度 主な環境課の 

事業一覧（予定）まで、事務局から説明が行われた。 

  （資料１・２・10・11 については秋元係長、資料３については長谷川係長、資料４ 

～７については秋山係長、資料８・９については川崎係長による説明） 

 

平田委員： 市民からの苦情について、昨年の 12 月に昭島駅南口のムクドリ対策を行っ

たと聞いているが、効果のほどは。 

秋山係長： 昨年の 12 月に１週間の期間を定めてムクドリにとっての忌避音のＣＤを昭

島駅南口で流す準備をし実施したが、その期間にムクドリが当該場所から姿

を消しており、効果が判断できるだけの成果を得られなかった。 

      ただ、一時的に姿を消しただけで市内の他の場所にいることは考えられる

ため、また同じ時期にムクドリが昭島駅南口に集まった際には、改めて対策

をしたいと考えている。 

山本委員： 動物や害虫の対処について、市に苦情として問い合わせが来ないような個

人規模のものでも、市民個々のレベルではなかなか適切な対処をしたり、適

切な業者を見つけるのが難しいのでは。市の方で何か対処してくれる団体を

紹介してくれるなどの対策はあるか。 

秋山係長： 市としては特定の業者を紹介することは難しいので、東京都ペストコント

ロール協会という駆除業者が集まった団体を紹介し、そこから個々の業者に

依頼する形をとってもらっている。 

 

４ その他 

（１）次回審議会の日程等 

  次回の審議会は令和６年７月頃に実施予定であること、委員報酬の支払いは同年４

月の予定であること、会議録は後日メールにて送付予定であることが説明された。 

  （２）池谷部長より異動の挨拶 

池谷部長： 平成 28 年度に環境部長に着任してから８年間お世話になった。環境分野の

中心的な計画である環境基本計画の改定等を経験できたことは素晴らしい経

験であったと思う。この８年間だけでも環境の課題は大きく変化し、特に地

球温暖化がここまで進むことは予想しておらず、温暖化どころか沸騰化とま

で言われるようになり、より深刻な事態であると実感している。今後は部署

は変わるが、こうしたことに対する危機感は常に念頭に置いて、昭島のまち

づくりのためお役に立ちたいと思っているので、引き続きよろしくお願いし
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たい。 

 （３）全体を振り返っての質問 

椎名委員： 水と緑の関係で言えば、生物多様性の時代ということで新しい価値観が求

められており、啓発に努めていただきたい。また、湧水の減少は緊急の課題

であると思う。宅地化が進めば減少していくのはやむを得ないが、そこをど

う残していくかを検討してほしい。 

井上課長： 環境基本計画は 10 年という長い期間の計画であり、策定時には温暖化対策

や温室効果ガスをどうやって減少させるかといったところに重きが置かれて

いたが、５年目の時点で一度中間見直しをする予定である。その中で、生物

多様性や湧水保全としての地下水の涵養などについて新たな施策を行ってい

けるよう、皆様より様々なご意見をいただき、一緒に活動していきたいと考

えている。 

山本委員： いくつか気になる所がある。まず１点目はフッ素化合物の問題について、

子育てをされている方々は不安を持たれているのではないかと思う。大切な

あきしまの水というところで、その安全性について丁寧に発信していく時代

ではないか。次に２点目はあきしまの水ブランドについて、メタバースのよ

うな仮想空間に昭島市民が自由にアクセスできるような仕組みを作り、若い

世代の方のあきしまの水に対する意識が浸透していくようにすると良いので

はないか。最後に３点目として、環境未来会議について、高校生と一緒に取

組をするというのは素晴らしいことだが、この 15 名の高校生の方々がその後

学んだことを自分の学校などでどう活用しているかが明らかになればもっと

魅力的な活動として広がっていくのではないかと思う。 

井上課長： まず１点目ＰＦＡＳの問題については、現状丁寧な情報発信に努めている。

大事な飲み水については、市のホームページの重要なお知らせの欄に年１回

検査をして結果を公表しているところである。それ以外の公共用水について

も、東京都内 260 か所を通常４年かけて検査するところを１年で実施し、昭

島市内でも４ブロックにつき１か所ずつ、４か所を検査する予定となってい

る。令和３年度からこうした検査結果については公表しており、新たな検査

結果も速やかに発信していく。次に２点目のメタバースについては、主管課

が環境課ではないので個人的な感想にはなるが、若い世代のアピールになる

一方でそれ以外の世代はなかなか入って来づらい側面もあり、今年久しぶり

に開催された産業祭が賑わっていたことなども踏まえ、既存の方法も最新技

術も上手く活用してＰＲに努めていけるよう、メタバース等の主管課にも伝

えていきたい。最後に３点目の環境未来会議について、確かに会議をやって

終わりでは後につながらないので、その後どう授業や生徒会活動などに生か

されていったのか等を把握し、ＰＲにつなげていきたいと考えている。 

 

５ 閉会 

 


